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2016 年 10 月吉日 
 

 

IR University 

 第 6 回 「 IR と資本市場シンポジウム」のご案内  

～ES とガバナンス、IR との融合（コンバージェンス）に向けて～ 
 

ごあいさつ 

 
コーポレートガバナンス・コードが適用されて２年目が過ぎました。資本市場では、いよいよ企業によるガバナンスへの真摯

な取組みに関するコミュニケーションを期待しています。「ESG」も、海外の投資家にとっては投資手法のひとつとして、本格的

に重要な地位を占めてきました。IR担当者の出番です。企業内外において、イニシャティブを取ることができた企業・IR担当こ

そが、この「不透明がノーマル」の時代の勝者となるでしょう。 

基調講演といたしまして、青山学院大学 国際マネジメント研究科教授の北川哲雄先生に、日本証券業協会によるアナリスト

への新ガイドラインに基づく IRとしての対応についてお話しいただきます。さらに、現在、英国・欧州企業の「取締役会評価」を

多数手掛け、世界に先駆けて、「IR とガバナンスのコンバージェンス」を唱えられた TIAA-CREF の元最高議決権行使責任者

ジョン・C・ウィルコックス氏を米国からお迎えいたします。 

また、毎年、大討論会となりますパネルディスカッションでは、長らく機関投資家の議決権行使の責任者を務められたのち、金

融庁にて開示専門官を務められたスチュワードシップ研究会 代表理事 木村祐基氏をお迎えし、北川先生、ウィルコックス氏、

さらに弊社の高山を交えて展開いたします。 

今回は、場所を変え、茅場町「カフェサルバドル ビジネスサロン」にて、皆様も論戦に参加していただけるような演出を考えて

おります。多くの皆様のご参加をお待ち申し上げます。 

 

開催趣旨 

 
 ESG と IR との関連 

 コーポレートガバナンス・コードがもたらしたさまざまな変化と課題 

 取締役会評価と開示手法 

 アナリストガイドラインおよび投資家によるエンゲージメントへの対応に向けて   など 

 
登壇者 

 
青山学院大学 教授  北川 哲雄 氏  

Sodali Ltd. 会長  John C. Wilcox 氏 

一般社団法人スチュワードシップ研究会 代表理事 木村祐基氏 

ジェイ・ユーラス・アイアール株式会社 岩田 宜子、 高山与志子、鈴木紀子 

 
 
日時、会場 

 
2016 年 １１ 月 １7 日（木）  ／    シンポジウム： 受付 9：30 より   懇親会： 16：00 より 

カフェサルバドル ビジネスサロン （中央区日本橋茅場町 1-5-8 東京証券会館 1階） 

 http://cafe-salvador.com/#access 

※ 今回は、会場が変更になっております。お間違えのないようお願いいたします。 

 
  

http://cafe-salvador.com/#access
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スケジュール（予定） 

 

時間 講演内容 講演者 

10:00～10:15 ご挨拶および今回のテーマ趣旨 岩田 宜子 

10：15～11:15 基調講演① 

「新アナリスト規制時代の IR活動」 
北川 哲雄 氏 

11：15～11：35 E と Sに関するコミュニケーションについて 鈴木 紀子 

11:40～12:30 昼食 （お弁当をご用意いたします） － 

12:30～13:45 基調講演② 

「欧米企業における取締役会評価の実態と IRの関わり方」 

John C. Wilcox 氏 

※ 逐次通訳がつきます 

13:45～14:20 「取締役会評価とその開示について」 高山与志子 

14:30～16:00 
大討論会 

「IR担当者の multidisciplinary な役割 

～ESG と IRの融合（コンバージェンス）にむけて～」 

John C. Wilcox 氏 

北川哲雄氏 

木村祐基氏 

高山与志子 

モデレーター：岩田宜子 

※ 逐次通訳がつきます 

16:00～17:00 懇親会  

 

 
参加費用 

 

受講経験企業 ※ 一人 5,000円（税込）  ／  その他企業 一人 10,000円（税込）  昼食・懇親会費用を含む 
 
・ 当日、会場受付にて集金させていただきます。 

・ 途中参加、途中退場をされる場合も同額をいただきますので、ご了承ください。 

 

※早稲田大学と共同開講のＩＲ講座（IRO講座および IRE講座）及び「ＩＲと資本市場シンポジウム」、ならびに弊社開催の各種 IR University 

に受講経験のある企業を対象と致します。 

 

＜ご参考＞過去 3回の IR University 「ＩＲと資本市場シンポジウム」のテーマ 

第 5回：中長期運用株主を増やすコーポレート・ガバナンスとＩＲ活動 

第 4回：ＩＲとガバナンスの大転換期 ～スチュワードシップ・コード、コーポレートガバナンス・コード、 伊藤レポートで、企業経営はどう変わるか～ 

第 3 回： 次世代ＩＲ活動の課題は何か～発展した 20 年を回顧しつつ将来を先取りする～Ｎｅｗ ｃｏｒｅｓのためのターゲティングＩＲ時代を迎えて～ 
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講 師 略 歴 
（※登壇順、敬称略） 

北川 哲雄 （きたがわ てつお） 

青山学院大学大学院 国際マネジメント研究科 教授 

 

1981年より野村総合研究所、モルガン銀行（現 JPモルガン・アセットマネジメント）等でアナリストを経て 2005年より現

職。専門は「コーポレート・コミュニケーション」および「コーポレート・ガバナンス」。環境省 ESG検討会座長（現任）。 

 

John C. Wilcox （ジョン・C・ウィルコックス）  

Sodali Ltd.会長  

 

ヨーロッパ、アジア、新興国の上場企業にコンサルティングサービスを提供するSodali Ltd.にて、会長を務める。前職で

は、世界最大級の米公的年金であるTIAA-CREFにおいて、2005年から2008年までシニア・バイス・プレジデント兼ヘッ

ド・オブ・コーポレート・ガバナンス（コーポレート・ガバナンス・議決権行使の最高責任者）の任にあり、世界のガバナン

スにおけるオピニオンリーダーの一人。プロクシー関連サービスを提供するGeorgeson & Companyの会長を務めた経験

も持つ。世界の主要機関投資家が参加する国際組織、国際コーポレート・ガバナンス・ネットワークの理事を務め、同組

織のクロスボーダー議決権行使委員会の委員長でもあった。その他、コーポレート・ガバナンス、企業法務、資本市場

関係の様々な団体に参加。議会や監督官庁に対しても証券規則に関して様々な証言を行っている。取締役教育プロ

グラムにおける講義も多数実施。  

ハーバード大学でB.A.（学士号）を取得し、Phi Beta Kappa Club ( ファイ・ベータ・カッパ・クラブ、ハーバード大学の成

績優秀者のみから構成されるソサエティ）のメンバー。その後、Woodrow Wilson Fellowとしてカリフォルニア大学バーク

リー校で、M.A.（修士号）を取得。さらに、ハーバード大学ロースクールでJ.D.（法学博士号）、ニューヨーク大学ロースク

ールでL.L.M.（法学修士号）を取得し、現在、ニューヨーク弁護士協会の会員。  

 

木村 祐基 （きむら ゆうき） 

一般社団法人スチュワードシップ研究会 代表理事 

 

一橋大学商学部卒業後、野村総合研究所入社。企業調査部にて証券アナリスト業務に従事。第四企業調査室長、野

村総研香港社長、エマージング企業調査部長を経て、1996年野村投資信託委託（現野村アセットマネジメント）に移

籍。企業調査部長兼経済調査部長、参事コーポレート・ガバナンス担当などを歴任。2008年1月から2010年8月まで、

企業年金連合会年金運用部コーポレート・ガバナンス担当部長。2010年 11月から 2014年 7月まで、金融庁総務企画

局企業開示課専門官。2014年 10月から現職。 

 

岩田 宜子 （いわた よしこ） 

ジェイ・ユーラス・アイアール株式会社 代表取締役 

 

1992年よりＩＲ業界でのキャリアを開始、1994年米国ＩＲコンサルティング会社日本支社長就任後、日系初のグローバ

ル・ＩＲコンサルティング会社、ジェイ・ユーラス・アイアール㈱を設立し、2001年代表取締役に就任。2007年より 2011年

まで東証上場会社表彰選定委員。日本ＩＲ学会理事。 

 

高山 与志子 （たかやま よしこ） 

ジェイ・ユーラス・アイアール株式会社 マネージング・ディレクター 

 

メリルリンチ証券会社ニューヨーク本社投資銀行部門にて、日本企業の国内外での資金調達、格付け取得、Ｍ＆Ａなどに関

するアドバイスを行う。1997年トムソングループに入社、2001年より、現職。国際コーポレート・ガバナンス・ネットワーク（ICGN)

理事（2010 年-2015 年）。金融庁・東京証券取引所 「スチュワードシップ･コード及びコーポレートガバナンス・コードのフォロ

ーアップ会議」メンバー（現任）。経済産業省・東京証券取引所 「なでしこ銘柄選定基準検討委員会」委員（現任）。経済産業

省 「コーポレート・ガバナンスの対話の在り方 分科会」委員（現任）。 

 

以 上 



第６回「ＩＲと資本市場シンポジウム」参加申込フォーム 

 

返信メールアドレス：ir_university@j-eurusir.com 

 
 

貴社名  

(フリガナ)  

ご芳名  

ご所属・お役職  

TEL  

e-mail  

ご住所 〒 

弊社主催セミナー

過去受講経験 

□ なし  

□ あり 下記のいずれかに○をして下さい 

(IRO・IRE 講座・シンポジウム・各種ＩＲＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ)  

どちらかご希望の方に
☑して下さい □ シンポジウムのみ  □ シンポジウムと懇親会 

 

※なお、上記の内容を、メール文中にご記載、ご返信いただければ、このフォームでの

ご返送は結構です。 

 

 ここでご記入いただきました個人情報は、当セミナー運営及び関連講座（フォローアップ講座等）のお知らせ等に使わせて

頂くものであり、それ以外のものは同意なしに一切第三者に開示・提供することはありません。（法令などにより開示を求めら

れた場合を除く） 

 上記の個人情報で開示を望まない項目がございましたら、ご記入なさらず空白のままで結構です。但し、その際には事務手

続き上支障が出る可能性もございますので、予めご了承くださいますようお願い申し上げます。 

 個人情報の訂正･抹消をご希望の場合は、下記事務局までご連絡いただければ、遅滞なく訂正･抹消を行います。 

 そのほか個人情報についてご質問等ございましたら、下記事務局までお問合せください。 

 

 

 

お問い合わせ： 

事務局 ジェイ・ユーラス・アイアール株式会社 担当 鈴木・川島 

E-mail： ir_university@j-eurusir.com 

mailto:ir_university@j-eurusir.com?subject=ＩＲユニバーシティ%20参加申し込み
mailto:ir_university@j-eurusir.com

